
鶴ヶ城と大内宿
2024年12月28日（土）～2025年3月23日（日）

会津バス

大内宿

鶴ヶ城

会津バス 冬の定観 検索

●日帰り ●昼食つき ●バスガイドつき ●鶴ヶ城入場料含む ●会津若松駅発着 ●期間中毎日運行!

定期観光バス

0242-22-5555（9:00～17:00）
会津バス若松営業所冬の定期観光バスのお問い合せは

冬の会津を楽しむ日帰りのバス旅

■ 大人 6,000円　■ 小人 4,500円
※天候により運休になることがあります。

見ておきたい
今、

会津。



行程表

▶東京方面へ
　若松駅前BT 17:00発
　新宿 21:47着

※本紙掲載の価格は全て消費税込みです。※掲載されている内容は2024年12月5日現在のものです。予告なしに変更することがあります。※掲載されている画像は全てイメージです。

会津乗合自動車株式
会社 〒965-0024 福島県会津若松市白虎町195番地 TEL.0242-22-5560  FAX.0242-32-3001 https://www.aizubus.com

大人6,000円／小人4,500円
 日帰り 昼食つき バスガイドつき 入場料含む

鶴ヶ城：デジタルアート「鶴ヶ城 光の歴史絵巻」 

大内宿

鶴ヶ城 天守閣

会津若松駅前 11:10 出発 ─ 15:45 到着予定
※天候により運休になることがあります。ご了承ください。
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定期観光バス

鶴ヶ城と大内宿
歴史情緒あふれる街道宿場町と鶴ヶ城

冬の会津

ご予約は 0242-22-5555（9:00～17:00）
会津バス若松営業所 ご予約は

ホームページから
どうぞ

大内宿は、江戸時代に会津若松市と日光今市を結ぶ重要な道の宿場町として栄
えました。現在も江戸時代の面影そのままに茅葺屋根の民家が街道沿いに建ち
並び、昭和56年には国選定重要伝統的建造物群保存地区に指定されています。

難攻不落の名城とうたわれ、戊辰戦役で新政府軍の猛攻をしのいだ鶴ヶ城。昭
和40年9月に再建され、平成23年春には幕末時代の瓦（赤瓦）をまとった日本で
唯一の天守閣となりました。

鶴ヶ城の「鉄門」「南走長屋」「干飯櫓内」にて「デジタルアートミュージアム・鶴ヶ城 
光の歴史絵巻」もあわせてご覧いただけます。

▶郡山方面へ
　若松駅前BT 16:10発
　郡山駅前 17:30着

▶郡山方面から
　郡山駅前 9:00発
　若松駅前 10:03着

JR磐越西線高速バス郡山線 高速バス新宿線

▶郡山方面へ
　会津若松駅 16:20発
　郡山駅 17:36着

▶郡山方面から
　郡山駅 9:15発
　会津若松駅 10:31着

お乗り換えのご案内

※道路状況の影響により運行内容が変更になる場合がありますので、予めご了承ください。
※道路状況などにより多少の遅延がありますので、高速バス・列車等への乗り換えには充分な余裕をお取りください。

西に越後山脈、東に奥羽山脈を控える、自然と歴史の街、会津。夏には夏の、冬に
は冬の彩りあざやかな四季の顔を持ち、春夏秋冬、訪れる季節によりそれぞれの
景観を見せてくれます。そんな会津ならではの見どころから、張りつめた空気の中
に凛と構える鶴ヶ城と、江戸の歴史情緒たっぷりの街道宿場町「大内宿」を巡る
冬の定期観光バス。冬だからこそ感じることのできる会津をお楽しみください。

芦ノ牧温泉ご宿泊の方は芦ノ牧温泉でも下車いただけます

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト

光
の
歴
史
絵
巻

大内宿・ねぎそば

※写真はイメージです

昼食は、大内宿名物のねぎそばをどうぞ。
箸代わりのねぎ一本をかじりながらいただきます。

※そばアレルギーの方は、
　お申し込み時にお申し付けください。

大内宿観光協会
▼

昼食


